
生 活環 境い の ち

令和３年度に向けた危機管理環境部の施策の基本方針

感染症に強い「ニューノーマル」とくしまの実現 「緩和×適応」による脱炭素社会の実現 消費者政策のデジタル化・国際化の加速

食・くらしの安全安心の強化

徳島の目指すべき方向性

 「ESG地域金融」の実践による
「環境と経済の好循環」の促進

 「気候危機」を迎え撃つ！「適応策」の推進

 「消費者庁新未来創造戦略本部」との連携
－本県を実証フィールドに－
▷デジタル教材による消費者教育の推進

 誰一人取り残さない！
デジタル社会に対応した
見守りネットワーク活動の推進

 国際会合のレガシーを継承し，
消費者行政・消費者教育の
グローバル化を推進

 食品表示適正化の推進と
HACCP認証の更なる取得促進

 交通安全や被害者支援など
安心な県民生活の着実な推進

誰もが安全で安心
に暮らせる社会の実現

自然災害に強い
まち・地域・人づくりの実現

環境・経済・社会の調和する

持続可能なとくしまの創出

「とくしまゼロ作戦」
の推進

「環境首都・とくしま」の
実現

徳島版
「SDGｓ」の実装

消防力・地域防災力の強化

 消防防災ヘリコプターの
安全運航体制の強化

 女性・学生・アクティブシニアなどの
活躍支援等による
消防団の充実強化

（スキルアップ訓練）

円滑・迅速な災害廃棄物処理体制の構築
災害に強い！「自立・分散型電源」の導入促進

気候変動×防災

徳島から発信！エシカル消費の普及促進
食品ロスの削減・プラスチック資源循環の推進

環境×消費

持続可能な社会に向けた廃棄物対策の推進と
安全・安心な生活環境の保全

 プラごみ削減プログラムの展開と
廃棄物の３R・適正処理の着実な推進

 水・大気・土壌環境の監視・検査体制の充実
 専門人材の育成と活用による
「助けられる犬・猫」の殺処分ゼロの加速

▷「気候変動適応フェア」や「デジタル出前授業」の開催
▷「気候変動適応推進員」によるSNS等を活用した情報発信

（R2年7月 本部設置）

令和２年11月定例会（付託）
県土整備委員会資料
危機管理環境部

自然・水素エネルギー社会の実現

 徳島のポテンシャルを最大限に活用した
自然エネルギーの導入加速と人材の育成

 水素供給拠点を核とした
戦略的な情報発信と
燃料電池バスの導入促進

（水素モビリティ：燃料電池バス）

国土強靱化の着実な推進

 住民参画型の事前復興の推進
 平常時の延長による「フェーズフリー」の実装

▷デジタル社会に対応した「フェーズフリー」実例の展開

 「広域物資輸送拠点」の整備推進

～ 「安全・安心」の向上 と 「新たなデジタル社会スタイル」の創造！～

「アフターコロナ 」 ・ 「 デジタル社会 」 を見据えた施策展開

資料１

まずは「アジア」の
消費者政策の拠点へ！

人と動物の健全な社会の実現

 条例の浸透定着と検査体制の拡充
 分散避難への転換による
避難所感染症対策の推進

 感染症対策を踏まえた
救急消防体制の強化


